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C02,N」 0レ‐ザーでは,約 000m― lか ら111‐ 00卿
~1(1l 
μmから9 μm)`

の周波数域F, 'C02,VC・001な どを含めると約 600本の発振が得られ,
それら|の周波数は光ヘテロダインによって±30 kHz(10~° の確度)まで測1定

されている。これらを吸収測定の光源とし,試料に電場または1磁場を加えて掃

引することにより,ラジオ波マイクロ波のNMR,ESRと 同様にきわめて精
密な分光測定を行うことができる。これらのレーザーは,安定に低雑音で発振

させることができるので,良好な量子収率の赤外半導体検出器が得られること

と相候って,量子雑音限界に1達する高感度の検出ができる。したが・って,試料

圧力10~4T∝r,吸収長30'm程度でも十分の信号となり,放電破壊を起こすこ

となしに1001V/印 (=333 esu).以上の高電場を加えるこ1とができる。

ここに示したのは,NLDのシュタルクスペタトルの一部で―,横軸はシュタ
ルタ電場,縦軸はレーザー周波数をあら―わし,約 4m‐ 1の間に70本以上のスペ

クトルが見える。これら|のデータの電子計算機による大規模|な―解析から,励起

状態に関する1精密な分子定数はもちろん,分子回転によらて分子が歪んで双極

子モーメントが変イヒすることや,対称性が破れて新らたな禁止1遷移が起こるこ

となど,従来―の観測|では見過ごされて来た効果が発見され,理論面|にも劇戦を

与えている。ここに示‐したのは, ドップラー幅限界の分解能での観測であるが ,

多光子吸収や飽和吸収を用いれば,も っと高分解能高確度の測定も可能で,励

起状態の精密構造解析や赤外大文学に:も1役立つデ=夕 が得られる。

物理学教室  上 芳  文
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夢の理物物生

林若

この度,物理教室 としては三人目の医者 として

理学部のメ /バ ーに加 えて頂 くことになりました6

宜 しくお願い致 します。

岩波生物学辞典によれば私達の専門とする生物

物理学は「かっては物理学的方法をもちいる生物

学的研究を一般的にさしたが ,現 在では もっと広

い意味で物理的な考え方や方法で生命現象を研究

する分野をいう。……。研究内容では分子生物学

と重り合っている面も多く,多彩な内容をもって

発展 しつつある分野」であり,こ の分野を発展さ

せる責任を痛感せざるを得ない。

これまで私達は生物における運動機構,と くに

筋肉収縮とその制御の機構の分子レベルでの解明

を目指しており,そ れにはX線 ,電子,中性子な

どの短い波長のもので分子をみることが必要とな

る。

筋肉収縮は二種類のフィラメントの相互作用に

よる滑り合いで生じるとされているが,その制御

の場である細いフィラメント(直径約50λ )は良
い ラセン対称性をもち,電子顕微鏡像から三次元

像が再構成できる。収縮制御の際 ,細いフィラメ

ントの中の トロポ ミォ ミンが約10A動 くことを見

出したが ,その生物学的意義を私達が製 1/Fした ミ

ニコンピューター佑1御の二次元自動デンツ トメー

ターを含む画像処理 システム (理学部広報52年 2

月を御参照下さい)を 用いて検討中である。

この他にも,私達はこのシステムを用いて細菌

性鞭毛の三次元構造を直線型変異株 (植物の飯野

先生が分離された)に ついて約14Aの分解能で解

き,その構造 と鞭毛の多形性との間に深い関係が

あるらしいことを見出 している。

これらの例はいずれもラセン対称性をもち,あ

る意味では蛋自分子の一次元的結晶ともいえる。

画像処理 システムを二次元的結晶をもあつかえる

ように発展させて ,生体のエネルギー製造工場 と

もい える ミトコンドリアで生命のエネルギー通貨

健 之  (物理)

鐘犠豊ゴ奎盤:塾麹曲虫盤霊艶 奎

| _.‐  神1.= _  __

耐熱性細菌 (PS3株)か ら精製された共役因子
(T Fl)の二次元的結品の電子顕微鏡写真 (サ ク酸ウ

ランによる負染色法による)を フーリエ解析し雑音を
除去した分子像 (蛋自質が黒)。 J.Mol.Blol l17

(1977)515参 照。

であるATP(ア デノシン三 リン酸)を 作ってい

る共役因子Fl(分子量約 38万の蛋白)の構造を ,

香川研 (自 治医大)と 協力して解いた (図 1)。

Flの 主成分は 6個 の分子量約 5万のサブユニッ

トとされてきたが,見事な六角形の構造はそれを

支持 しているようにみ える。電子顕微鏡法の最近

の技術的進歩 として試料傾斜台があり,分解能 2
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A(格子像)で±60°傾斜できる。 これを用いて
共役因子Flの 三次元構造を解く準備をしている。
電子顕微鏡の将来の夢としてSTEM(scanni ng

transmission electron micrscope)の 駆使

がある。電界放射型電子銃からの電子を約 5A径
のビームに絞って試料を走査 し,透過電子量や散

乱電子のエネルギー損失や散乱角を記録できるの

で,理想的暗視野顕微鏡法が可能であるのみなら

ず生体の主要構成原子である軽原子の原子種弁別

が可能となるが,高真空が要求され保守がむずか

しい上,約 1億円ほどするので一研究室のレベル

では購入しにくい。とはいえ日本の大学では一台

も稼動していないのは余りにも残念なことである。

これらは電子を用いた分子の観察であり,その

際蛋自分子をゆがめている恐れがある。勿論,X
線や中性子の場合も,あ りのままの姿をとらえら

れるとは限らないが,異なる方法で観察すること

は重要であり,私達の夢としてX線を用いた二つ

の方法での構造研究がある。

一つはミリ秒の時間分解能をもつX線回折法で

ある。筋肉そのものや筋肉のフィラメント,細菌

性鞭毛は美しいX線回折像を与え, これまでも電

子顕微鏡像 と共に構造研究を助けてきたが,回折

像を得るには数時間の露出が必要だった。 しかし

1983年 から高エネルギー研究所で動き始める電子

シンクロトロンは強力なX線 を放射 し

(synchrOtron ra diation,何 故か日本では

S()R : SynchrOtron Orbital radiation と呼

ばれることの方が多い), 特にウィグラーが導入

されればこれまでの線源の千倍以上明るくなるこ

とが期待されており,二次元ディテクターの開発

を待って回折像をサブミリ秒～ ミリ秒で亥1々 得る

ことが可能となり,こ れまで静的だった構造研究

に時間軸を与えることができ,筋収縮の機構の解

明に役立つであろう。

もう一つのX線の利用は軟 X線を用いたX線顕

微鏡法である。シンクロトロン放射は連続スペク

トルをもち,軟X線の光源として有用である。生

物試料の大半を占める炭素原子は波長 44.8Aあ

たりに吸収をもつので,軟 X線用の高分解能感光

剤 (分解能 50～ 100A)の上に試料をのせて 44.8

A以下の軟X線 を当てれば, 傲密着写真 "が とれ

る。この
く
写真 "を電子顕微鏡で拡大して観察す

れば,分解能には制約があるが生理的状態に近い

条件での像が得られるであろう。

STEMの 場合と異なり,こ れらのX線 を用いた
研究は電子シンクロトロンさえあれば,予算的に

は一研究室のレベルで実現可能であり,こ れらの

構造研究の手法を一つの軸として,生物の運動機

構を分子レベルで解くのが当面の私達の夢である。

しかし私達の力はそれを実現するには小さすぎる

のも明らかであり,皆様の御指導や御援助をお願
い致します。

(1979. 2.21)

顕微鏡で反応 を見 る話

電波天文学等の新しい方法を用いて,宇宙空間

の興味ある現象が調べられつつあります。宇宙人

の通信かもしれない等と少年雑誌や SF小説でさ

わがれているパルサーや,一度入ったらもう決し

て戻って来られないブラックホール等々日常の話

題を提供しています。またある種の星雲の中では ,

水素が非常に高い励起状態になっていることがわ

藤 保  (化学)

かっています。 どの程度高いかと云いますと,主

量子数 (n)で表わすと,250に もなります。こ

のような原子を高励起 リードベルグ原子と云いま

す。このような原子では,原 子のイォン芯のまわ

りをはるかに遠く離れて電子がまわっており (リ

ードベルグ電子), その距離は小さなパクテリア

ぐらいにもなります。そんなに大きいものなら普

近

-3-



通の顕微鏡でも見ることができるのではないかと

も考えられます。原子を光学顕微鏡で見ることは

普通には不可能ですので,も し可能ならばノーベ

ル賞ぐらいはもらえるのではないかと思って古い

顕微鏡を持ち出しはしたのですが,も う一度良く

考えなおして,この愚かな試みを中止することに

しました。高いエネルギー状態にあるリードベル

グ電子は大きな軌道半径を持っていますが,それ

以外の電子は普通の原子と同じように原子核とと

もにイオン芯を形成しており, リードベルグ電子

とイオン芯の間には大きなすき間があります。 し

たがって普通の顕微鏡ではどうにもなりません。

このように, リー ドベルグ電子とイオン芯との

距離が大きいので,お互いがクーロンカで引きあ

う力が弱く,一旦励起されるとなかなかもとに戻

りません。つまり,高励起 リードベルグ原子は寿

命が長いということになります。寿命は n3に 比

例して長くなり,nが 150ぐ らいでは,10~3秒
にもなります。ただしこの寿命は他の原子や分子

との衝突がない場合であり,衝突があるともっと

寿命が短かくなります。電場や磁場などの影響で

も寿命が縮まります。 リードベルグ電子はイオン

芯から遠く離れているために,小 さな外部のじよ

う乱によりすぐ飛び去る性質を持っています (イ

オン化)。  イオン化のエネルギーは,nが 150ぐ

らいですと, 0.5 meVと なります。すなわち高励

起水素原子 lモ ルをイオン化するのに 100Wの 電

球を0.5秒点燈するだけのエネルギーが必要です。

一方,基底状態にある水素原子をイオン化するに

は,同 じ電燈を 3時間20分点燈するだけのエネル

ギーが必要です。また軌道上をまわるリードベル

グ電子の平均速度は,同 じnで 106cm/S と大変

おそくなっており,低速電子の (線源 "と して利

用できるのかもしれません。

何か奇妙な化学種があると,す ぐそれを他の分

子と反応させて,何か新 しいものを合成し,ひ と

儲けしようとたくらむのが化学屋の常です (他の

同業者はちがうかもしれませんので,私の常とし

ておきます)。  高励起 リー ドベルグ原子を実験室

中で作るには,宇宙空間と似た条件を作り,何 ら

かの方法で原子や分子を励起すればよいわけです。

そのために,ス テンレス容器を真空ポンプで排気

し,10-7_10 9 torr程 度の真空度にします。

我 は々低速の電子線を用いて励起しています。高

励起原子が出来ているかどうかを確認するには ,

これが弱い電場でイオン化されるという性質を利

用します。 nは 20-40ぐらいに分布しています。

さてどんな新しい反応が起きたでしようか ?残

念ながら現状では, これまで合成されたことのな

い新物質の合成には成功していません。 しかし,

反応の仕方は大変特徴的です。他の原子や分子が

高励起リードベルグ原子と反応する仕方は大まか

に云って 4通 りです。は)リ ードベルグ電子と反応

分子とが衝突し,電 子がどこかに飛び出す。この

とき,イ オン芯は傍観している。(2)反応分子がそ

のイオン芯と衝突して反応 し, リー ドベルグ電子

はこの反応にあまり大きな影響を与えない。イオ

ンと分子の反応に似ている。 しかし, nが小さく

なってくると,この反応過程に影響をおよぼすよ

うになる。③ リードベルグ電子は低速の電子と考

えられるような場合もある。そのため負イオンを

1/Fり 易く,例 えば S F6と 衝突してS F6~が 生成す

る。CH3CNと の衝突では,普通の方法では作り

にくいCH3CN~が できると云われている。 (4)反

応分子が,高励起 リードベルグ原子を通り抜けて

何ら影響を与えない過程もある !P

実験室にある古い薬品棚から手あたり次第に薬

品を取り出し,高励起 リー ドベルグ原子に衝突さ

せてみるつもりです。どんな薬品でも結構です。

もし気化できるものがあれば御一報下さい。
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野上燿三教授 (物理 )

<学 部 消 息 >

昭和 54年 度

理 学 部 長

教 室 主 任

数 学 教 室

情報 科学 教室

物 理 学 教 室

天 文 学 教 室

地球物理学教室

化 学 教 室

生物 化学教室

動 物 学 教 室

植 g/J学 教 室

人 類 学 教 室

地 質 学 教 室

鉱 物 学 教 室

地 理 学 教 室

西 島 教 授

渡邊直経教授 (人類)

本年 4月 1日 停年御退官の三先生

小林英司教授 (臨海 )

寺 山 教授  2415

古 谷 教授  6453
福 島 教授  7511

小 柴 教授  2421
藤 原 教授  3248
山 崎 教授  2486

浅 田 教授  6432

新 井

杉 森

久 男  2424

政 雄  2633

和 雄  2644

龍 夫  3411

小 松 教 授

後 藤 教 授

桑 原 教 授

高 倉 教 授

竹内 (均)教授

田 隅 教 授

野 田 教 授

高 橋 教 授

安 楽 教 授

埴 原 教 授

飯 島 教 授

竹内 (慶 )授
吉 川 教 授

電 話番号

3311

2942

6335

6428

6431

3148

4313

2416

7292

2404

2426

6454

6448

施設の長

臨 海 実 験 所

植   物   園
地球物理研究施設

素 粒 子 物 理 学

分光化学センター

中 間 子 科 学

地  殻  化  学

中央事務部

事   務   長

一月

沢

神

瀧

佐

任

任

任

補

主

主

主

長務

計

務

務

事

会
　
庶

学

教 授 会 メ モ

3月 14日 (水 )定例教授会

理学部 4号館  1320号 室

1.前回議事承認
2.人事異動等報告
3.昭和53年度卒業生成績決定の件

4.研究生の入学について       '
5,日 本学術振興会奨励研究員の受入れについて

6.昭和 54年度受託研究員について
7.寄附の受入れについて
8.会計委員会報告
9。 そ の 他
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霜田教授にMees賞

物理学教室 霜田光一教授は「量子光学と二重

共鳴方式分光学における業績ならびに会議開催と

出版指導を通じての物理学の国際協力における貢

献」により米国光学学会 (The Optical

Society Of America)か ら1979年度のMees

賞を受けられることになった。 1961年 に設立さ

4月 18日 (水 )定例教授会

理学部 4号館  1320号 室

1.前回議事承認
2.人事異動等報告
3.研究生の入学について

4.研究生の研究期間延長について

5.受託研究員の受入れについて

6.人事委員会報告
7.会計委員会報告
8.教務委員会報告
9,そ の 他

れたC.EK.Mees賞 は,「光学が分野や国など

の一切の境を超越するものであることを示した受

賞者」に二年毎に一人ずつ与えられるものであっ

て,こ れまでの受賞者のうちには A Kastler,

C H Townesな・どの名も見られる。

異 動 内 容

辞 職

辞 職
辞 職
死 亡

助手に採用

助手に採用

助手に採用

助手に採用

助手に採用

助手に採用

助手に採用

助手に採用

休 職

動里
一

事人

〔助 手〕
所 属  官
物 理  助
人 類  助

化 学  助

数 学  助
数 学

数 学
物 理

物 理

人 類

地 質

地 質

中間子

地 質  助

考備職

手

手

手

手

氏   名  発今年月日
狩 野   覚  54.3.31
松 谷 暁 子 54.3.31

森 山 祥 彦 54.3.31

猪 瀬 博 司 54.3.18
/1ヽ  澤      真   54.  4.  1

俣 野  博  54.4.1
岩 佐   泉  54.4.1
高 田 康 民 54.4.1
河 内 員紀子  54.4.1
河 村 雄 行 54.4.1
増 田 俊 明  54.4.1
早 野 龍 五 54.4.1
浦 辺 徹 郎 54.4.1

狩 野 謙 一

北 原 和 夫

大 野 嗜 司

相 ,馬  光 之
西 川 青 季
室 伏   拡

手 休職予定期間

54.4.1′ ウヽ563.31

地 質
物 理
生 化
化 学
数 学
生 化

助 手
助 手
助 手
助 手
助 手
助 手

54.4.1 静岡大学講師に昇任
54.4.1 静岡大学助教授に昇任
54.4.1復 職

54.4.1 国立公害研究所主任研究官に転任
54.4.1 名古屋大学講師に昇任
54.4.16 理学部に配置換         医学部から
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儲 師以上 ]

所 属 官 職‐ 氏
附1属 |、 助教授 山1 崎
植物園

地物研 働教授 ‐玉 尾

地 物
素粒子

素粒子

1聯鸞教醤・併任助教授〕

所 属 官 職‐  鶴  4  ‐齢 年月日
物 理     江 橋i:範 童卜 54准 1

異 動 内 容

鬱授 (附1局檀物園)に昇任

1難
て隅 地動 醐 鎌 動 に

筑渡大学助教盤に昇任

東京工業麟 助藪機に易任

理学部に配置換

憑
輝 蜘 解醐 舞詢 嘲

勁‐教授に採用

停年に,よ り退職

寧午にょり退職

停無 よ:り退醸

異 動 内 容

驀尋築轟弓亀霧舞糞墓」任
同   上‐
同   上

続訃 贅議鰹亥任

発今年月日

64 1 1

54.3.1

54 .4. 1

路 41
義 4‐ 1

5441

54 4‐  1

颯 41
m4‐ 1
.541 4‐.1

数養学部か|ら

備   考

医学部鐵

醸 研所長:

:lili:|::|:|'|:|||::::li l

切纂鶴

櫛荒證部より

考

敬
　
孜
一

一司

燿

彦

司

・憲

睦

雅

恭

一尾

　

藤

藤

中

岡

佐
一
斉

鰤

碕

囃

卿

理

学
ヽ
報

学

一物

数

情

数

守

〓
〓
経

司

燿

直

葉

‐
川‐

上

蓬
■
林

前
・
響

渡

小

擬

漿

振

教

・教

教

率

理

螺

海

情
●
物

人

一臨

梶 蒲 欣二郎
武 団  暁

蟻 川 蓬 勇 艶 ‐4 1

生

生

」

磁

名
．
清

　

一定

一
貫

光

利

下

一橋

上
橘

原
・
村
・
最

氏

真

高

井

高

菅
√

奈

‥

所

葡

物

生
・
化

惨

物

事

　
事

発令年1月 1目     纂 1動 内 容
孝 54‐31 痰部機官に採用
載 5413‐ 16 ま部事拶富|こ採瀾|
利1 54326 1附1属病院に邸置換
郎 544.1 文蔀最営に決測|
子 b4 4‐ 1 1理学部に紀置換

子 基44 1 大阪大学に転任
男i 544,」 原子核研究所事務離 に昇催

考

属

球
．瞳

所

地
物

神 1戸 和1醸‐ 544 よ 理学部1臨務:主任,.人事耕長(併) 国雌近代美縮籠
を命する            から

外 1国1人 客員研究員‐

1国  霧   氏    名     貌     職     研 窺 期IF.51

アーメリカ セッレウイン サノン
^   
ッシントツ市力‐ネギ‐研究所  154 2,11～監‐320

Selwyn Sacks                    ス|夕 ′
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所 属  国  籍

生 化  アメリカ

動 物  イギ リス

地物研  イ / ド

氏     名

キン ピン ウオング
Kin― Ping Wong

ジャック エ ルーシー
Jack A.Lucy

ザ ル プ リ

K.S.ZALPURI

現      職
カンサ ス大学 教授

ロンドン大学 生物学教授

イ ンド国立物理学研究所

研究員

研 究 期 間

54.3.26´ V54.4.26

54.3.31-ヤ 54.4.28

54. 4.  1′ Vヽ54.6. 30

所 属 官 職

鉱 物 助教授

物 理 教 授

数 学 助 手

物 理 教 授

氏

武 田

宮 沢

楠 岡

小 柴

海  外  渡
名   目的 国
弘 アメリカ合衆国

弘 成 アメリカ合衆国

成 雄  ドイツ連邦共和国

昌 俊  ドイツ連邦共和国

航  者
期  間     目       的

3.17～ 331第 10回 月・惑星科学会議および日米
合同結品学会ハ ワイ会議出席のため

3.14～ 6.19 素粒子物理学に関する調査研究のた
め

3.1～ 3.13 確率数学に関する研究集会出席のた
め

3.31～ 4.28 ヨーロッパ電子・ 陽子衝突施設研究
集会及び巨大電子陽子施設の検討会

議出席ならびに素粒子物理学に関す
る研究連絡のため

3.4～ 4.9 第14回 モリォ /ド 会議出席および高
エネルギー物理学の研究のため

3.14～ 423 第10回 月 。惑星科学会議出席および
惑星学に関する研究のため

3,7～3.20 パ リ大学学位審査会出席および鉱物
化学に関する研究連絡のため

3.22～ 4.1 変調構造に関する国際 シンポジウム
およびアメリカ結晶学会出席のため

3.9～ 3.29 標準粉末回折像合同委員会評議会 ,

変調構造の国際 シンポジウムおよび

日米合同結晶学会出席並びに高温結

晶学の調査研究のため

3.13～ 3.26 国際半乾燥熱帯作物研究所研究計画
委員会および理事会出席および人類

生態学の調査研究のため

3.16～ 4.7 日米化学会合同年会出席および植物
生理学に関する研究連絡のため

3.29～49 日米化学会合同年会出席のため

3.6～ 3.14 「小惑星と惑星 X」 国際会議出席お
よび鉱物学に関する研究連絡のため

3.17～    整数論に関する研究のため
55.3.31

3.29～ 4.9 日米化学会合同年会出席および無機
化学に関する研究連絡のため

3.30～ 4.8 動的臨海現象国際会議出席のため

3.31～ 46 日米化学会合同年会出席のため

物 理 助教授

地 物 助 手

地 質 教 授

鉱 物 講 師

鉱 物 教 授

猪 木 慶 治

松 井 孝 典

飯 山 敏 道

小 沢   徹

竹 内 慶 夫

フラ /ス , スイス

連合王国

アメ リカ合衆国

ン   ス

アメリカ合衆国

アメ リカ合衆国

地 理  助教授 小 堀   巌 イ

植 物 助教授

化 学 助 手

鉱 物 助教授

数 学 助教授

化 学 教 授

物 理 助教授
化 学 教 授

駒 嶺   穆

梅 沢 喜 夫

武  田   弘

新 谷 卓 郎

佐佐木 行 美

鈴 木 増 雄‐

田 隅 三 生

ド

アメリカ合衆国
カ   ナ   ダ
アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

フ ラ /ス
アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

ス   イ   ス

アメリカ合衆国
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藤

氏
　
一
後

職

援

官

教

高

・豊

所

情

額   昌駒 璽   難  問    自     駒羮一ォフプボ叫駆3颯
聰鍼発鰺雖

化 学 義 醤 太 未 道 則 アメリカ薇 国 鰤 塾 B麟
量専観 嬢 ‐濾 続

睛 機

靡 鞭 端 に アメLヵ榊 ,17隧 塀誇尋菫機計男諄ふ毒ひ諄卿璧
植 物 量 嚢‐鹸 野 薇 ‐燿 鰹‐合 亜 国 3臓 ‐7莉

馳 鸞駆 け
れ

鯰 蝙 態原鍼 ヵ ナ グ脚48聘
諫 繹 鰹 饉 彙アメ

'力
合衆国

.

会出席のため

地物研 1隋曇‐小 Jll FIj朧 アメ,か合和国 事節～a麗 オブン鶉 絞静ヶント観錮驚膿

fL学 講‐師 近 議 暴 アメリカ
`合

衆函 la2回 7

人:類 薮 糧 濃 饉 直 縫 大 斡 黒 霜 ぶ錦‐ムニ
光 学 .勁 蕃 内 藤 周'式 アメリカ総議劉国

.4,1～
生7

化 学 動 手 欄 ‐馬 ,光 乏 テメ,ォ合暴国 4i～47
生‐化1 助機纏 排 上 巌‐男 アメリカ倉衆国 41～47
化 学 '動教授 原 蘭 一 ‐載 アメリカ金象国 生 l-4,7
化 学: 助 手 松 本 和 手 アメリ葱合輛国 会 l～47
分 詭 1騎曜網奨 池.本   熟 ア,メ リカ攪ジ圏国 事 賭―■7
化 学 教 饉 稲1本 車 倒 ァメリカ合,衆国 4‐ l-47
化 学1 教 1授 欄 丸,議|ニ アメリカ合蒙国 4:1‐～47
化 学 教 1護 不 億 数■節 アy期 ―ヵ合紳  41-4,7
地 興 助
:手
舗 通 徹 郎 カ ナ ど 41～

アオリカ含:雅風  1踊331
ほか

イヒ 学‐勘 手 裏 師 久 弥 アベリタ含衆国 tl～生7 日糀 学会合胆1午会鯛確のため
化 学‐助薮援 奈良扱 紘 一 アメリカ合衆画 礼 r権7
化 学■動数量 辱| 口 拡 義 アメツカ合象国 41欅 ‐7
fL学 ,憔 置 黒 曲 晴 雌‐ デプリカ食来国1 4.rヽ 7
化 1学 助 手 山'府 剛 十 ア.メ リカ合和国 41～4ヤ

濶 1絣雲藤彎ヅ貶憫
馨昔鰈意
靴慇憎舗同

人数学檀関|する調蚕研究のため|
日米化学会合回年余1出‐鷹のた|め|

向   上
=

卿   上
国   上‐
1同1   上
同   業
1同1   装
1同1  上
同1   上

輻 :に闘芋る鵬 峨 め

ヨ氷名学会合同年会欄薦め,ため

鉱廉事の研究のため‐

親力のた戯

上

上

上

上

同

一同

同

同

化 学 轍 援 荒 .野 津 拾 アメリヵ酸 図 ■1-4螂
羅戦 鰊 儡 霧轟 甲

所
fl

迪 殻1働教髪 脇. 田1  宏1 7ダ リカ合轟国 もは つ
地 質 動 手 臨 菌 直:塵 アメリカ合衆掴 41-

億 騒駆

化 学 勘 手 睦 藤 春 峠 ラ

セ重 下れ

ス 4'螂卜軌 2

f■ア壽話髯
‐

チ
ー
ヒ1麟 メ'シ
車デ講島)

―

十-91-



所 属 官 職  氏  名   目的 国   期  間   目     的

化 学 教 授 向 山 光 昭 アメリカ合衆国 4.4～5,4 日米化学会合同年会出席および有機
合成化学に関する研究連絡のため

化 学 教 授 富 永   健 アメリカ合衆国 4.2～4.8 日米化学会合同年会出席のため

地 殻 助 手 中 村 裕 ニ アメリカ合衆国 4.2～4.8   同   上

化 学 助 手 巻 出 義 紘 アメリカ合衆国 4.1～4.8   同   上

人 類 助教授 尾 本 恵 市 フ イ リ ピ ン 4.16～ 4.28 人類学に関する調査研究のため

地 物 助 手 中 村   一 アメリカ合衆国 4.27～5.3 気象学に関する研究連絡のため

化 学 助教授 吉 田 政 幸 大 韓 民 国 4.25～5.3 第43回大韓化学年会出席および遊離
基の化学に関する調査研究のため

生 化 助教授 猪 飼   篤 アメリカ合衆国 4.27～5.6 タンパク質と1旨質の相互作用の研究
に関する情報交換のため

物 理 教 授 有 馬 朗 人 ギ リ シ ャ 4.29-57 中重核の構造国際会議出席のため

地物研 助 手 鈴 木 勝 久 ドイツ連邦共和国 4.22～5.2 「太陽」「アエロス」シンポジウム
出席のため

昭和 53年 10月 20日卒業

数   学   科
小 山 郁  夫 (1名 )

昭和 54年 3月 28日 卒業

数   学   科

者業卒
口
Ｐ

土

ロ学理

館 山 光 一

石 野 昔 宏

岡 部 雅 夫

河 野 俊 丈

田 島 秀 和

内 藤 浩 忠

柳 澤 哲 夫

井 上 義 治

岡 本   久

黒 沢 好 樹

角 田 秀一郎
飛 田 史 和

山 口 和 紀

大 西 康 夫

梅 津 裕美子

堅 山 和 志

清 水   敦
竹 山   悟
長 瀬 正 義

阿 部 俊 之

榎   一 郎
賀 川 能 明
坂 本 哲 雄

坪 井 明 人

堀 金 正 章

山 崎 仲 彦

荒 川   彰
岩 崎   博
森 本 員 一

小 林 善 司

大 坂 元 久

片 山 哲 也

柴 岡 茂 夫

千 葉 雅 弘

堀 江 邦 明

朝 田   衛
小 野 正 昭

加 藤 政 夫

園   信太郎

徳 山   豪
前 田 博 信

情 報 科 学 科

池 田 哲 夫

金 崎 克 己

大 和   理

―-10-

増 田 直 司
太  田    明

儀 我 美 一

下 村 克 則
趙   康 治

光 田   義

市 村 文 男

大 橋   浩

木 部 陽 一

高 崎 金 久

橋 本 高 志

村 瀬   武
(50名 )

石 川   博
小 林 進 一

渡 部 悟 朗 (12名 )

成

行

譲

欣

仲

部

士
口

賀

阿

市

平



響 画  博
未 難す 郎

議 田 裕1之

/J・早ユ1態 次‐
臀 蓄 久 忠

赤 丼 和 懸

家 艤   滞
1機1渡  歳
1大 業 1良 i彰

木 村  薦
西 申 一 藻

中 島   鷹
機 口  摯
古 ′11曜 離

光 石‐ 衡
山 下 ‐ 即

慶‐ 寒 襲

物 理 学 科
豊 元  驚
弊 爾  墨
大 高 圭 史

立 石  裕
山 暉 隆 志

市 叛 勝
・
真

市 昴I  議
小奎標 蒙‐博
穐 野 鱗1貴

清 本  明
1高 橋 1藁霞子
ヽ中 山 鰹 一
日比讐 謙 ―
.本
富 艦 典

匿 師  博
吉 醐 伸 夫

― 萩 非 一 具

予

薩

孝
・
郎
二

芯
●
彦

人

也
産

文

鬱̈

・夫

表

久
．
ま

豪

貴

　

催

一
硲
・
賢
轟

秀

窪

　

乙

・晴

．暗

拳

和

熱

上̈

瀾

村

尾

野

鵬

奥

・山

部
一
攪

辱

逮

林

日

，

気

費ヽ

彎

蒸

画

村

天

繭

筵

影

最

高

申

鳳

古

満

薗

刺

・師醐
蹄
』
岬
時皓」
嘩
静
豊由
簡
好
材̈
融

・動・ｍ
轟
』
聾．卿一剛嚇
け
『
岬又
『赫
椰
『

時

」

に

鯰

畔

繁

は

離

鵬

潔

腰

刑

藤

藤

村
Ｉ
木

喚

ぱ

弁
一
本

昔

小

珈

佐

島
嵩

直

議

増

守

夫

彦

峰

願

職

翻

澤

鰤

司

幸

一利

饗

揃

学

・議

論

変

渡

北

栞

亮
一
彦

動
・
腱

諄

滲

新

画

肇

一隆

■
一

野
一
本

懃
一
鈴

一　
聾
■
繕

一醒

爾

隆

　
　

　

・善

塚

嫁

時

日

本

太

恭

鵬

夏

松

毒 村  刺
加 爾 内蘊

移 藤 光 修

皐 ,ii 基
高線寺 信 1撃

地 露 物 理 学 科

爾  俊 彦
門 翁'‐裏 二

・瀬 Jll 窯 予
比昌根‐  ‐肇
曲 本 鷺 八

(67:罰

で3名づ

イヽ 鋼1 卓 司|

洲l勝  均|

1田1 中 欣:郎
琶 贅 業 介

1羽 田  亨|(3o襲 )

腱

司́

章

一子

彰

博
―
明

弥

昇

夫

真

饉

印

　

　

羹

邊

芳

轟

脚

一松

．鷹

　

藤
・
力

内

島

腑

・倒

端
．
植

小

鐵

議

縞

・竹
・
鏑

種

番

甍 宅 彰 塵

上 山  昇
恭 国 翼 哉

澤 郵 和 美

坂 入  鍵
移 未 藤 司

働 固  睾
雲 慶 幸 崚

藤 生 圏 光

莉 上 lE驚

fL  学  科
岩 澤 樺 機

卜 蔀 車 厨
,折 鶴 萎 表

俸 ,々本   章
嶋  ‐ 部
鈴 木 擁 彦

時 任 置 博

議 曜1  畿
古●Jll行 夫

村 面   醜

.―‐「11.一



山 田 太 郎 山 本 信 司 吉 田 正 之

生 物 化 学 科

伊 藤 直 人

乗 原 信 彦

南 野 昌 信

柳 田   豊

(43名 )

石 黒 幸 一

塚 田   聰
原 田 智 彦
湯 浅   聰

(18名 )

(8名 )

三 村 徹 郎

(6名 )

諏 佐 裕 子 (4名 )

(16名 )

江  口 卓

(6名 )

(合計 258名 )

住 青 目出夫
大 杉 義 彰

土 居 真 樹

日 野 正 孝

渡 邊 直 子

石津谷 教 子
平 野 丈 夫

秋 山   忍
安 富 佐 織

小 泉 政 啓

井 上 尚 夫

上 村   豊
日 名 龍 夫

宮 本 良 麿

飯   哲 夫

河 田 行 弘
長 谷 あきら
松 崎 文 雄

田 村 恵理子

澁 江 靖 弘
小 鷹   長
秦   信 一

森 下 祐 一

正

志

純

啓

山

谷

小

一二

之

郎

裕
　
一

本
　
田

岩

藤

宣

一
一

賢

倉 本
米

生物学科 (動物学 )

大 石   昇
員 野 幸 子

生物学科 (植物学 )

原   弘 志

生物学科 (人類学 )

斎 藤 成 也   坂 井 興 樹

地学科 (地質学,鉱物
‐
学)

聰

人

光

毅

直

晶

‐
浩

田

野

沼

田

宇

竹

菱

・鎌

之

二

郎

則

靖

浩

悦

勝

岡

都

井

瀬

氏

宇

土

古

新 井   隆
田 村 元 紀

原 田 純 彦
柳 井 修 一

地学科 (地理学 )

野 口 文 雄

大学院修士課程修 了者

昭和154年 3月 29日修了

数      学
大 内   修
古 関 春 隆

益 本   洋

毅

薫

藤

島

嘉

鹿

薫

裕

本

濱

岡

大

真

洋

道

一　
弘

沢

野

山

一小

笹

丸

則

宏

人

篤

俊

通

昭

久

下

木

瀬

阿大

木

一
一
村

―-12-一

(14名 )



阿 部 克 彦

手 上 恒 一

小‐ 111 鐸二郎

川I 村   光
久 野.良 孝i

時 山 雅‐行

島  信 幸
杉 谷 道 朗

武‐日 恒 明|

遠 山  滞
平 野 雅 夫

安 由 洋 史

川| ■‐ 菫
青 鴫 春 夫

石 Лl l雄 ‐
回 式1 学
綱 ′‖ 秀 夫

藤 部‐女 昭

米 村‐公 江

家 坂  糞
留 藤 真 人

尾 崎  省
河 田   憲
後 藤 成 人

体 藤 良.幸

辻  尚 志
永 攣 fll平

西 懸   寛
薬 藝 建 孝

攀 議 斗蒜也
小 泉 典 秋

冨 間 茂 罐

阿 部 修 治

植 村‐ 泰 顧
小 野 清 志

菊 谷 築 司

粟 原   響
佐久間 嘉抑
島 余 裕 次

胸 JJ 露
谷 野 警 史

申‐ Jll l正1 樹

古 野 泰| 二
簗 寿 健 一

竹 顧 洋‐‐

市 田   光
岩 田
‐
泰 大

/JN野‐祥 子

木 1崎
.好
美

小 林 窺 正

高 橋  誠
寺 部 真 人

蒸 田  数
長谷川1卓 志
山 口 雅 彦

理  学
井 坂 発 明
太 田i信 義

小 :野 宏 哉

楠 本 淑 郎

河 野 公 俊

佐 藤 友一

清 水 和 :哉 |

高.本  滋
近 F●5障 美
西 森 秀 稔‐

舛 谷 数 ―

山 岸 赤 永

文  学
野 EI = 奥

地 球 物 理 学
.

金 口 1義 行
島 国 識 =
戸 田 いずみ
湊   信 也

学

市 村 如 子
内 丸 忠 文

豪 井 ■I己
官 下 革 久
小 寡 ‐良 1浩
田 川 llE 一

堂 免 一 成

鋳 織 脚 一

ム 江 伸 蒟

山 本 陽 介

物 4L 学|
倉 持 隆 越

酒 非 ― 美‐

長‐洲 毅 志
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福 島 登恙夫

物

燃

央

一

開

一
準

也

宏

三

昭

裁

一

雅

隆

弘

宏

真

五
一
真
―

ス

光

逹

栄

案

野

議

世

九

日
．
水

野

・嶋

崎

輸

日

伊

大

ｍ

久

坂

業

情

高

手

野

賞

山 (犯鋼)

夫

・郎

武

久

邦

俊

則
一
正

日

本

出

沢

轡

一谷

西

柳

男

路

議

夫

世

政

裕
　
　
幸

澤

崎

藤

木

原

尾
・
近

露ヽ

松

林

(5名)

(18‐ 名う

化

一本松 正 道
岡 本 猛 雄
鎌 田 正 弘
暴 田 智 明
佐 籐 佳 晴

国 見 緋 治

中 田1寒 腫 ‐

西 鱚1 昌 司
模 籠 克 美

鄭
・
行

一隆

悦

康

本

側

尾

蔵

柴

・西

均

雄

彦

義

寿

一谷

藤

野

柿
一
斎

申

t30名 )



郎

博

哲

年

瀬

田

早

安

方

幸

直

宏

井

川

石

野

福 田   恵|

苦
‐
成 河法吏

酒 暴  満
1山 上 圭 司

徳 永 勝‐輩 山1 日1  落

内 田 憐 生‐
片 山 暫 戯‐

松 ‐居 誠L郎

月 村‐1勝 広 森  寛 志

岩 崎 一 孝

八本派   仁
渡 辺 故 介

物  学
白‐山 義 久

質  学
内 叶 雅 大

清 水 正 明
村 田 舅 広

物‐  学

相 関 理 化 学

小 Jll 正 舅
′|1 原 IE 人
高 橋  隆
平 野 瑠 裕

水 鳥 哲 也

科1学史・科学基機論

小官山   1隆
山 腱 人 /■

安‐岡1 希鼻‐子

(19名 )

=置
昭 夫

ぐ6名 )

権 田 裕 億

(0名 )

(241)

奥 山 震 一

武 内 浩 ―

山 寄 謙|一  (12名 )

｀
 (2名 )

(1省)

奥   通 敬
北1 底 灘 λ
滝 澤  責
藤 FEl一 美

(19名 )

高―橋 健 給
(7名 )

(合:計  198名 ,

動

一雄

学

孝一野

物

准

植

新，
　
轟暉

雅

立

田

木

大
・
茂
一

健

満

・上
一
凛

井
一
賓

類人

輝

正

和

秀

幸

寛

壇

保

川̈

稲

於

前

一学

鉱

地

‐夫

之

文
鬱

信

一　
一雅

・豊

良
一
幸

浦

田

伯

井
一
木

出

亀

佐
一
平
三

一雄

男

夫

饉
一
久

朝

一

部

　

性

非̈

日

議

宮

本

新

・金
一
後

二

藤

夫

夫

英
一
伸

・本

浦

河

〓

顕

弘

高
一
幸

口

原

江

信

-[4-



専門課程

数   学
同

同

物 理 学

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

文 学

氏

青 木
土 屋
山 田

相 沢

家

伊 藤
井 上

大 塚
岡 田

春 日

金 子
川 戸

4ヽ  島
佐久間

設 楽
白木原

鈴 木
高 草

高 田
田 中

名

邁

信 雄
裕 理

正 満

泰 弘
公 孝
早 苗

孝 治
芳 夫
隆

修

佳

誠 治

史 洋
哲 夫

康 雄

俊 夫
保 夫

康 民
茂

成
　
一

順

公

葉

尾

千

中

ユ早

夫

弘

好

田

山

中

長

大学院第 1種博士課程修了者

昭和 54年 3月 29日 (83名 )

論   文   題   目
擬微分作用素の有界性と核型性について

葉の成長度と深度

PSU(6,2)お よびSU(6,2)と 同型な標準部分群
レーザー生成高ベータプラズマの一様磁場中の振舞についての粒子
模型計算機実験

ヘリウム液面上の二次元電子

電流の流れているプラズマの巨視的電磁流体的安定性の研究

磁場閉じ込めプラズマの低周波不安定性とそれに伴う輸送現象につ
いて

中重核のボゾン模型

周期的環境条件におけるkdv方程式の再帰性について

周波数スイッチ /グによるマイクロ波過渡分光

電子ビームを用いた宇宙空間における能動実験

+1秒螢光偏光解消法による脂質二層膜中の分子運動の研究
光学的手段による構造相転移の研究

変調分光法によるHg12等の光学的性質の研究
フエリ磁性鉄ガーネットの光学的研究

サルモネラ菌直線型鞭毛の三次元像再構成

磁気形状因子に対する芯偏極と中間子交換電流の効果

アルカリハライ ド中のポジトロニュウムの研究

縮退半導体における超伝導機構

ルチ /結 晶中におけるFe31Mn3古 Mn4t cr3+ィ ォンの電子ス
ピ/格 子緩和の研究

高エネルギー重イオ /反応におけるパイオン生成

バブル用LPEガ ーネット膜中のストライプ磁区収縮運動の直接観
没1と その解析

Ga As中 の転位の電気的性質

ルビーレーザーの トムソン散乱による非円形 トカマクプラズマの研
究

超伝導微粒子の核磁気共鳴

583と 630MeV/cでの反陽子―陽子反応の研究
ミユォ ンスピン回転法及び緩和法によるMnSi中の遍歴電子のスピ
ンのゆらぎの研究

QCDに於ける卜/ネ ル現象と擬スカラー中間子

NH3~He衝 突緩和の分光学的研究
13c核による陽子散乱の反応機構

マグネタイ ト構造相転移のX線による研究

銀河中心領域の二次元CO観測

野 村
橋 本
早 野

一 成
素 行
龍 五

裕

夫

重

一朗

司

紀

安

一
一
順

谷

田

野

田

谷

細

森

矢

吉

稲
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専門課程

天 文 学

同

同

同

同

地球物理学

化   学
同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

生 物 化 学

同

同

同

同

同

同

同

動 物 学

金

西 城

佐 藤

柴 橋
福 井

松 田

秋 葉
宇都宮

海老原

′
Jヽ り||

荻 野

蒲 生

木 村
木 幡
」ヽ 山
斉 藤
佐 藤
新 藤

名

斗 燥

恵 一

耕 一

博 資
康 雄

佳 久

悦  男
允 俊
充

芳 樹
孝 史
俊 敬
正 生

邦 男

康 直
正 美
敏 近
斎

破 合 憲

高 松 尚
西 山 岩
畠 山 史
平 石 久

本 田 忠

久

男

良β

人

士

山 田 正 理

川  口 啓 明
川 村 道 生

栗 栖 真理子

田之倉   優

冨 田
野 島
宮 原

横 山

高 田

敏 夫

博

道 則
一 成
邦 昭

論 文 題 目

金属線型近接連星ペルセウス座 IW星の光電測光おょび分光観測 に
よる研究

連星ケフェウス座VVの B型成分 星をとりまく輝線放射殻の構造
軸対称銀河の力学模型及び楕円銀河NGC 4697への応用

星の非動径振動 と安定性の研究

銀河中心領域の高密度星間分子雲について

金星大気四日循環の力学

金属ホー化物および金属酸化物上における触媒作用の研究

分子および分子錯体の光電子分光学的研究

希土類元素の分布に基づ く隕石構成物質の成因

鎖状分子の コンフォーメーショ/と 結晶多形

相関NMR分 光法による生体試料の研究

海洋における溶存ガスの分布 と挙動に関する研究

芳香族ポ リエステルの固体の熱的性質に関する研究

気体電子線回折による分子構造の研究

消滅放射能 としての
2イcmの探索

白金族元素の EDTA錯 体の構造 と反応に関する研究
フラノエレモフィラン誘導体の研究

オージェ電子分光と質量分析によるタングステ ン上のアンモニア分

解機構の研究

ピロリジン誘導体を配位子とする不斉合成反応の研究

ラマ /分光法によるタ ンパク質構造の研究

電 子および準安定励起種の衝突による分 子の解離励起反応の研究

9-ア リル トリプチセ /類の臭素化―― ペ リ位置換基の隣接基関与

長寿命高励起種の生成及びその衝突イオ ン化過程の研究

クワシノイ ドの全合成に関す る研究およびターミナリア アルジュ
ナ樹皮の成分研究

X線光電子分光法による有機蒸着膜の酸化に関する研究

進化におけるアミノ酸置換 と蛋白質構造の関係

ラン藻の光合成電 子伝達系の機構 :特に 2つの光合成反応中心間の
電子伝達について

マクロファージによる腫瘍細胞破壊反応の解析―一 その接着段階に
ついて一一

水溶液におけるペプチ ドおよびタンパク質の ヒスチジ /残基の核磁
気共鳴による構造 と ミクロ環境の研究

Salmonellaフ ァージ感染の初期過程に関する研究

好熱菌蛋白質の熱安定化機構

ミオシン分子の相互作用

免疫応答におけるB細胞活性化機構の研究

ラット子宮の グリコサ ミノグリカンおよび糖タンパ クについての生

化学的および内分泌学的研究
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専門課程

動 物 学

同

同

同

同

植 物 学

氏   名

竹 井 祥 郎

長 井

濱  口

日 高

古 川

白 岩

高 橋

葉 室

増 田

佐 々木

関

渡 辺

新 井
石 浦

孝 紀
哲

道 雄

清

善 博

栄 一

和 親

俊 明

聡

恩 基
正 久

勉

章 一

論 文 題 目

ア /ギ ォテ /シ /に よる飲水行動誘起に関する生理学的並びに系統
発生学的研究

味覚情報の ラッ ト鼓索神経における符号化について

メダカの胚及び稚魚の生殖細胞の増殖 と分化

ムラサキウニにおける結合組織性緊張の機構

ラット正常肝および再生肝細胞核に存在するグリコサ ミノグリカン

と糖蛋白についての研究

光合成に利用される
RC02"分

子種並に炭酸固定におけるカーボニ

ック・アンヒドラーゼの役害1に 関する研究

日本列島の上部マ ントル及び下部地殻の岩石学的研究

東伊豆単成火山群の地質 と岩石

石英片岩中の組織について一一 三波川変成岩に見出される組織およ
び高温高圧変形実験によって 1/Fら れた組織

NaCl型酸化物 ,かんらん石,輝石における電子密度分布の精密決
定 と,原 子散乱因子の実験的決定

自黒空間群におけるベクトル対称の上昇

天然ゼオライ トの炭酸ガス及び窒素ガスの吸着機構

ある種の非線型発展方程式の解の存在について

ca21に よって活性化される中性プロテアーゼとそのインヒビターに

関する研究

高分子溶液の熱力学的性質に対する圧力の効果の研究

強磁場,高密度励起状態に於けるAgBrの 発光
L indenmayer成長システ■のいくつかの拡張

理 学 博 士 学 位 授 与 者

昭和 53年 4月 10日 付授与者

論  文   題   目
lK以下におけるメスバウア効果

大気大循環に見られるブロッキング現象の機構についての研究

日本の古第三紀炭田地域の自生炭酸塩鉱物と炭酸塩岩の産状と起源

過冷却水滴の凍結が降水機構において果す役割

昭和 53年 5月 8日 付授与者

桜島火山の地質およびマグマ中のNi,Rb,Srに 関する岩石学的研
究――特にマントルとの平衡について

電離層プラズマプロープの研究及び宇宙空間飛翔体による電離層構
造の研究

曲線上のケーラー繊維空間について

昭和 53年 6月 12日 付授与者

大腸菌K-12株のべん毛合成の遺伝学的研究

地 質 学
同

同

鉱 物 学

同

同

相関理化学

1司

同

同

同

田 健
場 哲
森

専門課程

(論文博土 )

同

同

同

氏

篠 原

菊 地
松 本

高 橋

地 質 学

(論文博士 )

同

福 山 博 之

宮 崎   茂

藤 田 隆 夫

植 物 学

一
一
也

貴

窪

馬

横

雄

雄

良

司

一九

幸

　

　

忠

二
一

―

米 田 好 文
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専門課程

(論文博士 )

同

同

同

同

9/」 理 学
相関理化学

(論文博士 )

同

同

同

同

物 理 学
同

地球物理学

植 物 学

相関理化学

(論文博士 )

同

同

(論文博士 )

同

(論文博士 )

同

同

同

中 村

河 野

小 林

名

政 孝

賞

泉

光 雄

浩 士

氏 論 文 題 目

複合データ構造実現上の基本概念について

時間分解分光法によるスチルベ /類およびアジド類の光化学反応の

反応機構の研究

ウニ卵のJ陪1期に於ける放射線の感受性の変動

乱れたプラズマにおける非線形波動伝播の研究

成体マウス表皮における細胞分裂活性の頭尾勾配 一―極性の存在と

安定性―

昭和 53年 7月 10日付授与者

白鳥座X-1星 の硬X線領域における短時間変動
数 ke Vの エネルギーのイオンによる気相有機化合物の衝撃反応の

研究

極性溶媒中におけるハロゲノおよびチオシアナ ト錯体の生成

アルカリハライ ドの光学的・誘電的性質の温度効果

含水酸化鉄の電気伝導性を欠陥構造

動く分岐点をもたないパンルベの方程式に付随する葉層構造につい

て

相関NMR分光法とその化学における応用

昭和 53年 9月 25日付授与者

リポゾームの音波物性の研究

重陽子光分解反応における陽子偏極度の角度依存性と二重粒子共鳴

西岸境界流の極側沿岸付近に見られる湧昇現象

タバコ培養細胞におけるフォスファターゼ分泌の研究

液品の合成とその性質に関する研究

ビスマス単結晶の熱伝導度におよぼす加工の影響‐

クラスLの 無限分解可能分布の単峰性

無尾両生類幼生のCaホメオスタシスに関する研究 , 特に副甲状腺と
鯛後腺の機能について

昭和 53年 10月 9日 付授与者

遅延をもつ k値 スインチング関数の閉クラスについて一― とくに 3
値の場合における完全性判定条件 )

DNAの融解 。再生曲線のもつ微細構造の精密解析

昭和 53年 11月 13日 付授与者

担持白金触媒上での水素と水の同位体交換反応

蛋白質の熱安定性に関する研究

フェフキダイ属魚類の概要及び一新種の記載

単純ポリトロープの研究

々

　

公
一

佐

住

成
　
一

恒

栄

井

井

土

新

佐 々木

佐 野

金 子

岡 本

小 澤

幸 夫

令 而

克 美
和 夫

宏

美 宅
池 田

安  希
上 木
金  容

松 尾
山 里

笹 山

成 樹
博 一

沫

勝 司

培

徹

真

雄 一

疋 田 輝 雄

矢 吹 貞 人

飯 田

藤 田
佐 藤

木 村

逸 夫

忍

寅 夫

博
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専門課程

物 理 学`

地球物理学

化   学

(論文博士 )

同

同

同

物 理 学

(論文博士 )

同

(論文博士 )

同

同

同

同

氏

年 岡
ヂ

秋 山

上 田

宮 本
浜 垣
石  田

名

晃 一

宗 族

絵 里

和 夫
泉

秀 樹
五 郎

後 藤
笠 井
真 鍋

修

献 一

盛 二

論 文 題 目

昭和 53年 12月 ‖ 日付授与者

450MeVか ら950MeV領 域における陽子コンプ ト/散舌L

日本海における海洋循環についての数値的研究

フリー ドォ ンアナ ン骨格への酸素官能基導入反応及び関連化合物の

合成

金属反強磁性の理論

U4(2n)を 標準部分群にもつ有限群   .
強磁性ニッケル中におけるホウ素及び窒素の超微細相互作用

三重連星らしい μ Dra(AD S 10435)の視線速度変化についての
研究

昭和 54年 1月 22日付授与者

天然DNAの 光学的融解曲線の微細構造について
トリプシ /の アフィニティクロマ トグラフィー

銀河の中の星の軌道に対する近似第三積分の適用可能性

昭和 54年 2月 i9日 付授与者

遠距離型ポテ /シ ヤルを持つシュレーデ ィンガー作用素に対する散
乱理論

マルコフ変換に対する横断的流れの構成の研究

配位圏内遊離基反応

南半球におけるメーザー放射の探査

バマグリの成長線による季節推定

昭和 54年 3月 12日 付授与者

光エネルギー400 MeVか ら 1000 Me Vに於 るrp→ π
°p反応の

反跳陽子偏極度測定

オーロラに伴なうVLF― LFヒ ス放射
震源域における前兆的すべ り変形に関する理論的研究 ――新要素モ

デルによる有限要素法の応用――

挺水植物の帯状分布における植物による通気の役害1り

流体炭化水素中における過乗1電 子の化学的および物理的性質

24Mg核 に対する (3He,p)二 核子移行反応 と 26Aι 核の構造

Newton境 界の位相

並列処理ハッシ /グ アルゴリズムの解析及びハ ッシ /グ ハー ドウェ
アの設計に関する研究

地球自転速度変化におょぼす大気循環の影響の研究

種 の々 Cタ イプチ トクロムと鉄シアン塩 との酸化還元反応の分類 と
チ トクロムの分子進化 との関係

入射運動量 670 M eV/cの反陽子―陽子反応の研究

ビスアジ ドレジス トの光反応 と熱反応

中部地方における秩父地向釘北半部の中生代の構造発達史

北 田   均

伊 藤 俊 次

松 本 英 之

Eugenio
Scalise Junior

小 池 裕 子

菅 野 克 仁

巻 田 和 男

宮 下   芳

物 理 学

地球物理学

同

植 物 学
相関理化学

(論文博士 )

同

同

同

同

同

同

同

山 崎
山 口

高 橋
岡

井 田

史 織
洋 一

令 幸
睦 雄

哲 雄

岡 崎 清

木 原

佐 井 文
清 水 茂
狩 野 謙

市

裕

壼思

樹
　
一
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理学部職員学生懇親会

5月 7日 (月 )午後 3時より,恒例のビヤパー

ティが,小石川の附属植物園でひらかれた。当

日の天候はくもり空であったが,約 700名の職

員,学生の参加があり盛況のうちに進行,午後

5時頃散会した。

右はパーティのスナップ,下は会場の植物園
の空中写真 (1979年 4月 撮影)である。右上

(東南)に かすかに本郷キャノパスの一部がみ

える。
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誕・後・集響
一
今年度の広報ではみなさん|から―ンヽたか たいろいろな,スペク

思います。係崚でおょせ下さい。 (H)

トルを表紙に御総 .したい|と

編1集 :

飯 高

平 洲I
小 平
露 木

鈴 木

茂

浩 正

機 一

孝 彦

秀 夫

|は学) 内線
(物1唾) 内繰
(天文) 内藤‐
(化詢  内継
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